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【動機】

岐阜市においてヤマトサンショウウオの保全活動を１９年間行った。保全開始時より、成体数も
卵嚢数も増加したが、2023年以降減少傾向にある。気候変動による生息地環境の変化も予想され
たため、現在の岐阜市個体群の特徴と生息地環境を明らかにすることにした。

【方法】

齢構成（頭胴長による分類）、出現頻度（マイクロチップによる標識）、指の本数（目視）、ハ
プロタイプ（cytb遺伝子の塩基配列）を調べた。また、繁殖期である1、２月において過去20年間
の気象を調査し（気象庁データ）、産卵開始日と気象との関係を分析した。

【結果】

若齢個体から老齢個体まで存在し、最大12年間繁殖に関与した個体も確認できた。指の数が少な
い個体が多く、cytbハプロタイプは３種であった。２０年間で繁殖期の気温は上昇し、降水パタ
ーンも変化したが、生息地には餌となる昆虫類が豊富であることもわかった。

【まとめ】

卵嚢数や成体数の減少を把握したことをきっかけに、岐阜市個体群とその生息地環境を改めて調
査したところ、安定した齢構成を維持しているが、指の本数の変異やcytbハプロタイプの減少、
気象変動による産卵開始日の早期化など、将来的に心配な現象を認めた。

【展望】

全卵嚢の保護という形の保全を長期にわたり行った例として、同様の活動を始める人に参考にし
てもらいたい。また、今回明らかになった個体群の特徴が保全活動によるものか、昨今の気象変
動によるものか等については、本活動を継続する中で明らかしていきたい。
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